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　　●溶解、保存、使用する容器は
　　　 プラスチック容器を使用する

注１）　ガラス製容器はフッ化物とガラスに含まれる

　　　　元素が結合し、う蝕予防効果が低下する　　

　　　　可能性があるので使用不可です

注２）　コップは紙コップの使用も可能です

　　　（紙コップはその都度、使い捨てになります）

　　溶解後、１℃～３０℃　４０日間保存可能
　　冷蔵庫保管が望ましい

出来るようになったら、

（１）器材の準備・洗口剤の調製
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　　（２）洗口練習

水
で
の
練
習

約２週間行う（実施と同じ流れで）

飲み込まず 飲み込んだり、
上手にブクブク ブクブクが上手く

吐き出しも出来る 出来ない

洗口開始 保護者に相談

水での練習期間延長

洗口開始



① 洗口液を口に含んだら、隅々まで行き渡る

　　ように、しっかりブクブクしましょう

② 洗口液を飲み込まないようにしましょう

③ 洗口して吐き出したあとは、３０分間

　　うがいや食べたり、飲んだりはしないこと

開始当初、洗口液の味やにおいに
抵抗を示す子には無理にはさせない

慣れてきたら通常実施に移行する

（３）洗口の手順
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洗口液の味やにおいが苦手

少し水で薄めて洗口させたり、
時間を短くして実施するなど

工夫をして実施を行ってもらう



校長先生又は担任の先生から

※急性症状での応急時に必要となる牛乳などの準備は各施設で

　 対応してください

   目安として、計算上では１包分の洗口液全量を飲んだ場合は、

   牛乳約８５ｍｌ飲ませてください

　　（乳製品のアレルギーの子は事前に確認しておくこと）

（吐き気、腹痛、下痢等）
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※１回分の全量を飲み込んでも安全な量に

調製されているので問題はないが様子を見る

　【観察のポイント】
慌てず落ち着いて、子どもの様子とどのくらいの量を飲んだかの確認を行う

急性症状がみられる場合、校長先生へ報告

急性症状がない 鳥取県歯科医師会へ連絡

　（TEL 0857-23-2621）

対応について指示をもらう

例）　病院受診（かかりつけの内科・小児科）又は

牛乳を飲ませる、様子を見るなどの指示をもらう

保護者、学校歯科医師に状況報告

●児童、生徒：吐き出した洗口液は手洗い場に捨てる

　    　　 コップは水で軽く洗い、片付ける

●洗口後３０分間はうがい、飲食は禁止です

※夏場などで喉が渇く場合は、洗口する前に

 　水分補給をしてもらう
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（４）洗口後の注意

（手洗い場を利用する場合）

（吐き気、腹痛、下痢等）



注）途中で希望が変わる可能性もあるので、
　 １年間または在学中は保管をしていただく

（５）洗口後の後始末
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残った洗口液を廃棄後、水道水でボトルと
   ノズルを洗浄する

次回使用までボトル、ノズルをよく乾かす

ボトル内の汚れが気になる場合

長期休暇（夏休み、冬休み等）に

●保管期間の目安は約１年間

０.０２%次亜塩素酸溶液（ハイター等）で
５分間以上つけて消毒をする

水道水で洗い、次回使用までよく乾かす

（６）希望調査書

●毎年、実施対象者の保護者に希望調査を行う

（７）指示書



　 

　　出納簿備考欄に実施できなった理由を記載する
　　

注） 指示書同様、保管期間は約１年間

（８）薬剤出納簿

●薬剤購入、洗口液溶解の担当者が記載を行う

●行事や感染症拡大等で実施できなかった場合




